MXONKOEEB L VHCHEEOHEOES

FALHRFEE KA I BT FALo O i (RIS
FALGE F T () WET S FALIREGHEH R 2443 1 16 H
# A F B FA AREERARTER O #e

R R ALY Pl R

rlR R AL R AR B

i SC /e H
HERICAEZ D~ NED LEMEERE - QBICB T 2=/ 7T 7 4 ——
Elderly men living alone live in an isolated island — An Ethnographic study in the Q
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	本研究は、日本の一人暮らし男性高齢者が元気に生活していくためには何が必要かを明確にするために計画された。離島の一人暮らし男性高齢者を対象にしたエスノグラフィー研究を行い、これからの日本の一人暮らし男性高齢者の生活の在り方について検討するものである。調査途中で起きた東日本大震災への島民の対応についても詳細に調査し、危機管理の在り方についても検討している。調査期間は、2009年7月から2011年9月までの2年3か月間であり、Q島滞在時は老夫婦が経営する民宿に宿泊した。Q島の合計の滞在日数は25日間、...
	Q島の高齢化率は68％と高く、一人暮らし男性高齢者は減少した。インタビューを行った高齢男性は6人であり、年齢は70歳から88歳であった。6人の内5人の職業は漁師であった。漁師は食事作りから覚えていくため、全員が家事を負担とは感じていない。年金で経済的に自立した生活を送っていた。Ｑ島の一人暮らし高齢者は自分一人が老いているという実感は少なかった。島民はドアを常に開放しており、行き来が出来るようにしているが、「一人暮らし男性が一人暮らし女性の家を訪ねない」といった暗黙の了解が島にはあった。島民は、一...
	Q島は東日本大震災の震源地の至近の場所にあったが死亡者がいなかった。島民全員に地震や津波ついての警戒意識が行き渡っており、経験からくる判断と島民同士の連帯感が迅速な避難を可能していた。断水に対しては、古くからある島の井戸水が活用された。
	研究者は、エスノグラフィー研究を踏まえ、日本において男性高齢者が一人で生きていくためのポイントを５項目導き出している。第一は、「老いをスティグマとしないこと」である。Q島では老人社会の中で生きているため、若者や中年から老人扱いされることはない。漁が中心の社会のため、高齢者同志もお互いにいたわりと思いやりをもって交流していた。第二は、「高齢者以外のアイデンティティを維持すること」である。Ｑ島の一人暮らし男性高齢者は、自分がやるべき日常的仕事を持っていた。高齢者以外のアイデンティを、できる限り維持す...

